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国
土
交
通
省
は
九
月
十
八

記
念
式
典
は
二
〇
一
四
年

度
ミ
ス
日
本
「
水
の
天
使
」

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
十
五

回
国
土
審
議
会
を
開
き
、
新

会
長
に
奥
野
信
宏
中
京
大
学

総
合
政
策
学
部
教
授
を
選
出

す
る
と
と
も
に
、
国
土
形
成

計
画
の
改
定
に
つ
い
て
検
討

の
臼
田
美
咲
さ
ん
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。
冒
頭
、
根
岸

を
開
始
し
た
。
対
流
促
進
型

国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
計
画
部
会
を
設

け
て
十
二
月
を
め
ど
に
中
間

報
告
、
来
年
夏
頃
ま
で
に
最

終
報
告
を
ま
と
め
る
。

同
省
は
七
月
に
二
〇
五
〇

会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
当
協
会
は
昭
和
二
十
九
年

年
を
見
据
え
た
「
国
土
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５

０
」
を
策
定
し
、
健
康
や
環

境
に
配
慮
し
た
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
ル
ネ
ス
住
宅
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
な
ど
を

柱
と
し
た
対
流
促
進
型
国
土

に
塩
化
ビ
ニ
ル
管
協
会
と
し

て
発
足
し
、
昭
和
三
十
七
年

に
塩
ビ
継
手
協
会
と
合
併
、

わ
が
国
の
社
会
資
本
整
備
に

貢
献
す
る
た
め
設
立
し
た
。

づ
く
り
を
提
唱
。
国
土
審
は

こ
れ
を
受
け
て
国
土
形
成
計

塩
ビ
管
は
上
下
水
道
、
農
業

用
水
、
建
設
設
備
な
ど
広
範

な
分
野
で
使
用
さ
れ
、
昨
年

度
の
塩
ビ
管
の
出
荷
量
は
三

十
三
万
三
千
㌧
、
継
手
は
三

万
四
千
㌧
と
な
る
ま
で
成
長

し
た
。
当
協
会
の
歴
史
は
日

本
の
産
業
政
策
や
経
済
発
展

と
共
に
あ
り
、
平
成
十
六
年

か
ら
の
十
年
間
は
成
熟
と
再

生
の
十
年
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
イ
ン
フ
ラ
管
材
と
し
て

特
に
要
求
さ
れ
て
き
た
の
は

耐
震
性
と
耐
久
性
だ
。
昨
年

度
か
ら
新
し
い
実
証
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
三
年
計
画
の
普

及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
環
境
に
や
さ
し
い

塩
ビ
管
を
め
ざ
し
て
平
成
十

年
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

実
施
し
、
高
い
評
価
を
得
て

画
（
全
国
計
画
・
広
域
地
方

計
画
）
の
抜
本
的
な
見
直
し

に
着
手
す
る
。

当
日
の
審
議
会
で
は
太
田

昭
宏
国
交
相
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
お
お
む
ね
十
年

を
視
野
に
入
れ
た
国
土
形
成

計
画
は
平
成
二
十
年
に
制
定

さ
れ
、
す
で
に
六
年
を
経
過

し
た
。
こ
の
間
、
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
、
今
後
も
大

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
切
迫
し
た
状
況
だ
。
雨

い
る
。
塩
ビ
管
は
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
総
合
的
に
貢
献
で

き
る
管
材
だ
。
よ
り
一
層
の

ご
愛
顧
を
お
願
い
す
る
」
と

力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
栗
山
卓
山
形
大
学

大
学
院
教
授
ら
に
感
謝
状
を

贈
呈
。
来
賓
を
代
表
し
て
黒

田
篤
郎
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
長
が
「
塩
ビ
管
は
わ
が

国
の
経
済
成
長
を
支
え
て
き

た
。
今
日
ま
で
の
貢
献
と
功

績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

記
念
講
演
会
で
は
テ
レ
ビ

出
演
な
ど
で
著
名
な
北
野
大

淑
徳
大
学
教
授
が
「
安
全
・

安
心
な
社
会
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
安
全
学
の
基
礎
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

祝
賀
会
で
は
塩
路
勝
久
国

土
交
通
省
下
水
道
部
長
が

「
下
水
道
は
四
十
五
万
キ
ロ

㍍
に
至
っ
た
が
、
そ
の
半
分

は
塩
ビ
管
だ
。
安
全
・
安
心

・
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
国
土
づ

く
り
へ
塩
ビ
管
の
活
躍
す
る

場
は
ま
す
ま
す
増
え
て
く

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
藤
吉

建
二
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

業
連
盟
会
長
の
音
頭
で
一
斉

に
乾
杯
。
な
ご
や
か
に
歓
談

し
、大
き
な
節
目
を
祝
っ
た
。

の
降
り
方
も
集
中
化
・
激
甚

化
し
て
お
り
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
起
因
す
る
消
滅
可

能
性
都
市
の
存
在
も
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
笹
子
ト
ン
ネ
ル

の
天
井
板
落
下
事
故
を
発
端

に
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
昨

年
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
と

位
置
づ
け
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
新
た
な
国
土

形
成
が
急
が
れ
る｣
と
述
べ
、

速
や
か
な
審
議
を
促
し
た
。
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太田国交相

�������������������������� 塩
化
ビ
ニ
ル
管
・
継
手
協
会
（
会
長
・
根
岸
修
史
積
水
化
学
工
業
㈱
社
長
）
は
九
月
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田

区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
会
員
、
賛
助
会
員
、
来
賓
の
行
政

・
業
界
関
係
者
な
ど
約
二
百
五
十
名
が
一
堂
に
集
い
、
上
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
貢
献
し
て
き
た
成
熟
と
再
生
の
輝
け
る
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
・
耐
久
性
・
施
工

性
に
優
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い
塩
ビ
管
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
へ
決
意
を
新
た
に
し
た
。
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計画部会を新設して検討開始

パレスホテル東京に250名集う

北野教授

塩路部長

根岸会長

黒田局長


